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投票所の数は減少

第47回衆議院総選挙

48,617箇所

第48回衆議院総選挙

47,741箇所

投票所数

876箇所減少

平成29年10月22日執行衆議院議員総選挙結果概要 https://www.soumu.go.jp/main_content/000524048.pdf



投票所の数が減少すると

有権者の
移動距離増加

投票行動に負担

秋田県湯沢市では
約11km離れている

「車なしで自宅から11キロ先…加速する「投票所の削減」有権者の権利守れるか」『毎日新聞』2020年10月12日



研究の目的
都市部にある東京都足立区では投票所の減少はなし
生じる可能性あり

現状把握
投票環境の議論の基盤の整備
現状の把握には有権者の移動距離を用いる



研究方法 足立区の町丁目

根本（2019）を参考に

足立区では267町丁目うち20町丁目が分割
288箇所（町丁目）で76箇所の投票区を画定

地理情報システムソフトQGISを利用

根本俊男「茅ヶ崎市における投票所配置および投票区割の定量分析」『湘南フォーラム:文教大学湘南総合研究所紀
要』2019年3月28日、115-128ページ

分割した町丁目を含めたものを便宜上分割町丁目とする



研究方法 分割町丁目と投票区割

黒線 267町丁目
赤線 288分割町丁目

投票区割
投票所



研究方法 重心
各町丁目の重心

重心を代表点として
有権者は居住している



研究方法 投票所と重心の距離を計測
直線移動距離を求める

有権者数 移動距離

直線移動距離と最短移動距離には強い相関があ
るので分析に大きな影響はない



結果
現状の投票所 近接投票所

平均移動距離（ｍ） 362.34 326.01

最長移動距離（ｍ） 2,641.95
宮城2丁目

1,046.47
舎人町4丁目

最多利用者数（人）
最多利用投票所

14,489
第63投票所

12,469
第9投票所

36.33m減少

1,595.48m減少

1,990人減少

より近い投票所があるのではないか
近い投票所を利用した場合も計測

最長移動距離に注目
重心が川の中に存在



問題点と改善方法

分割町丁目の重心

川の影響で
重心が不自然な位置に

居住可能地域を参考に
現実に近い形に修正



改善方法 居住可能地域を考慮

川の部分は住居地域ではない
修正版

あだち地図情報提供サービス https://www.sonicweb-
asp.jp/adachi/map?theme=th_7#scale=30000&pos=139.78514671325675,35.758597526850856



結果 居住可能地域を考慮
現状の投票所 近接投票所

平均移動距離（ｍ） 349.39 324.51
最長移動距離（ｍ） 1,275.87

小台1丁目
1,046.47
舎人町4丁目

最多利用者数（人）
最多利用投票所

14,489
第63投票所

12,499
第9投票所

24.88m減少

229.4m減少

1,990人減少

最長移動距離に注目
不自然ではないと考えられる

現状よりも近い投票所に行く方が
投票行動の負担を減少させる



まとめ

現状の把握

有権者の平均移動距離
居住可能地域を考慮

投票環境の議論の

基盤を整備
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